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今年度の特集は、だれもが気軽に行けて楽しめる代表的な探鳥会地の紹介です。執筆は、 

そこをフィールドとし、年間を通して観察している方々にお願いしました。どうぞ、お楽

しみに・・・。 
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秋ケ瀬というと、鳥仲間では治水橋から秋 	ゆっくり鳥を見た後は堤防に上ろう。り 

ケ瀬橋までの河川敷を思いうかべるてとが多 な河川敷が一望に見渡せる。しかしここ姿

い。これは、埼玉大学野鳥研究会の活動によ で河川敷内の水田がグラウンドに変わり、 

り、この地域が鳥の重要な場所になっている 境的に変化したことは残念である。 

ことがわかってき、そして、彼らがフィール 	この堤防から羽根倉橋側の森がピクニり 

ドを総称して秋ケ瀬とよんだことによると思 の森とよばれ、県内でも数少ないハンノ4 
われる。 	 の広がる所である。堤防の上で風景を楽［ 

しかし、ここで紹介するのは羽根倉橋から だ後は、この森をめざして歩いて行こう。 

秋ケ瀬橋までの荒川河川敷に広がる秋ケ瀬公 中はグラウンドになってしまい鳥の種類はり

園である。この公園は荒川左岸に広がり、ハ いが、モズ・キジノぐト・ヒバリなどが見‘ 

ンノキ林やサクラソウ自生地などがある他に 冬はチョウゲンボウに出会うかもしれなし 

グラウンドも整備され、多くの市民の憩いの （4）森Iこ入るう 
場となっている。また県南では数少なくなっ 	森に入ったらまず耳をすましてみよう。 

たバラエティーにとんだ自然の残っている場 ろいろな鳥の声や移動する音が聞えるた 

所でもある。 	 う。シジュウカラ・オナガ・ヒョドリ・そ 

(2）秋ケ瀬公園まで 	 カワラヒワなどが年間を通して見られ、を 

秋ケ瀬公園へ行くには、浦和駅か北浦和駅 ホオジロ・アオジ・カシラダカ・ジョウヒ

から大久保浄水場行きのバスに乗り、諏訪前 キ・シメ・ッグミなどの小鳥類が加わる。 

橋で降りると便利である。バスから降りたら かし、何といっても春と秋の渡りの時期力 

目の前の鴨川に沿って100 mほど下流へ歩く 	番いい。春はサンコウチョウ・センダイl 
と、鴨川排水機場に出る。ここはハクセキレ クィ・ェゾムシクイ・オオルリ・キビタオ 

イ・セグロセキレイ・イソシギ・カルガモ・ 	ヒレンジャクなどが、秋はェゾビタキ・ニ 

コサギなどの水辺の鳥や、スズメ・ムクドリ 	メビタキ・マミチャジナイなどの鳥が通延 

・ヒョドリ・キジバトなどの身近な鳥が通年 る。珍らしいものでは、コウライウグィフ

見られる。夏にはコチドリ・ツバメなどが加 コルリ・キバシリ・ムギマキなどの記録奄

わり、冬になるとコガモ・オナガガモ・ッグ る。これらの鳥と出会うには早朝がよい。 

ミ・タヒバリなどの冬鳥が見られる。ここ数 れも平日であればなおさらよい力ち 

年カワウ・アオサギなども冬に見られるょう ‘，二 'iへ恕よろ 
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になった。 	 小鳥たちを楽しんだ後は荒川へ行こう。 

(3）堤防Iこ上るう 
ゆっくり鳥を見た後は堤防に上ろう。広大

な河川敷が一望に見渡せる。しかしここ数年

で河川敷内の水田がグラウンドに変わり、環

境的に変化したことは残念である。 

この堤防から羽根倉橋側の森がピクニック

の森とよばれ、県内でも数少ないハンノキ林

の広がる所である。堤防の上で風景を楽しん

だ後は、この森をめざして歩いて行こう。途

中はグラウンドになってしまい鳥の種類は少な

いが、モズ・キジノぐト・ヒバリなどが見られ、 

冬はチョウゲンボウに出会うかもしれない。 

(4）森Iこ入るう 
森に入ったらまず耳をすましてみよう。い

ろいろな鳥の声や移動する音が聞えるだろ

う。シジュウカラ・オナガ・ヒョドリ・モズ

カワラヒワなどが年間を通して見られ、冬は

ホオジロ・アオジ・カシラダカ・ジョウビタ

キ・シメ・ッグミなどの小鳥類が加わる。し

かし、何といっても春と秋の渡りの時期が―

番いい。春はサンコウチョウ・センダイムシ

クィ・ェゾムシクイ・オオルリ・キビタキ・

ヒレンジャクなどが、秋はェゾビタキ・コサ

メビタキ・マミチャジナイなどの鳥が通過す

る。珍らしいものでは、コウライウグィス・

コルリ・キバシリ・ムギマキなどの記録もあ

る。これらの鳥と出会うには早朝がよい。そ

れも平日であればなおさらよい力ち 

（ミン，川へ出よう 
小鳥たちを楽しんだ後は荒川へ行こう。夏

はカルガモ・カイッブリぐらいしか見られな

いが、冬にはマガモ・オナガガモ・コガモ・

ヒドリガモ・ホシハジロ・キンクロハジロな

どのカモ類やユリカモメなどが見られる。（今

は河川工事をしていて立入禁止となっている。） 

(6）子f)森 
次に目ざすのは子供の森だ。子供の森はハ 
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ンノキ・クヌギを主とする林だが 下草が刈

り取られ、道も舗装され、入口には噴水のあ

る池があるなど、ピクニックの森と比較する

とずい分人手の加わった森である。しかし小

鳥類は十分楽しめる。時にはピクニックの森

より鳥が多いこともある。ここの鳥相もピク

ニックの森と同じようだ。したがって秋から

春にかけての渡りから冬にかけてがよい様で

ある。けれど人手が加わっている分だけ種類

は少ない様な感じである。 （正確なデータが

ないので断定はできないがJ 

(1二hH 戸」。「ー 	」』’ 
この子供の森から野鳥園・水棲植物園へと

行こう。野鳥園・水棲植物園ともまわりを堀

でめぐらし、中に入って行けない様になって

いる。堀は雨が少ないと水が少なくなってし

まうが、アシ原が広がっている。この堀伝い

に鳥を見るわけだが、ここを観察するのは冬

がよいだろう。ホオジロ・アオジ・オナガ・

キジバト・ヒョドリ・ウグイス・ジョウビタ

キなどの鳥が見られ、のんびり歩くと水浴び

をしている小鳥に出会ったりする。野鳥園に

比べ水棲植物園は冬でも水の残っていること

が多く、クイナ。ハクセキレイなどが歩いて

いるところに出会うこともある。 

さらに時間に余裕があれば、白鳥の池やさ

くら草公園へ足をのばしてみるのもよい。秋

ケ瀬橋付近ではシラコバトが見られることが

多い。また、さくら草公園でサクラソウを楽  

しむのもよい。ピンクのサクラソウが黄色の

ノウルシの間に咲いているのは何ともいえず

かわいいものである。 

q り「’ 
帰りは、秋ケ瀬橋の入口にあるさくら草公

園入口のバス停から浦和駅に出るのがよいだ

ろう。時間を気にしなければ、もう一度来た

道をもどり、諏訪前橋からバスに乗ってもよ

い。来た道をもどっていると思いがけない鳥

に出会い、楽しい気分がより大きくなること

もある。 

全部まわるのには時間力功功、るので、何回か

に分けて自分の好きな時に好きな場所に行く

のもよい。そのためには車で公園に行くのが

一番よいが、休日は早朝から人が出ているこ

とを頭に入れておく必要がある。昼ごろに行

くと渋滞になり、歩いた方がはやい時がある。 

最後になりましたが、県内の環境は年々悪

くなっています。00公園や 00の森などを

つくるのも必要ですが、どうすれば自然とそ

の中で生活する人間が豊かに過ごすことがで

きるかを、しっかり考えていく必要があるの

ではないでしょうか。鳥の観察がそのための

一つとして役立つとよいですね。価井 智） 

(P. 2,3の力ット 比企 裕） 
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8.8無ガ泌・カモ・蕊嘉チョウ類調査報告 
日本野鳥の会 埼玉県支部研究部 
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荒 Jリ 

（大麻生） 

狭山湖 

（所沢） 

菖蒲公園 

（久喜） 

百穴湖 

（吉見） 

利根川 

（阪東メ橋） 

古利根川 

（越谷） 

森林公員 

（滑川） 

コハクチョウ 30 

シ ド リ 16 
マ ガ モ 74 1, 962 24 613 957 363 452 

ルガ モ 175 1, 254 459 2. 917 152 1, 088 51 
コ 	ガ モ 102 3 400 263 1, 724 128 645 183 
トモエガモ I 16 I 
ョ シ ガ モ 2 I 2 8 
オカョシガモ 6 
ヒドリガモ 39 2 66 100 4 275 316 
アメリカヒドリ 1 1 
オナガガモ 433 123 2 138 1, 215 46 934 158 
ハシビロガモ 8 10 19 100 64 I 
ホシハジロ 257 2 100 162 
キンクロハジロ 135 2 33 105 7 
ホオジロガモ 2 1 
ミコアイサ 1 4 
カワアイサ 4 16 

計 1, 223 3, 367 457 1, 692 7, 055 963 3, 483 718 

1月15日、全国一斉ガン・カモ・ハクチョ

ウ類調査が実施され、県内では40余名の方に

参加いただき表の結果が得られました。 

2年続けて200羽近いトモェガモがカウン

トされた久喜菖蒲公園では16羽しかおらず森

林公園、吉見百穴で総数の大幅な減少があり

ましたが、他は例年通りの結果となりました。 

カウントが実施されたI月は、移動性高気

圧が天気を決め異例の暖冬となりました。越

冬地におけるテリトリを確保する一部の小鳥

とは異なり、ガン・カモ科はオオハクチョウ 

脚川ヤマガラ風のシジュウカラ脚皿朋皿 

日笠 達夫（東村山市） 

我が家の庭先にある餌台（えさだい）に、 

見慣れたい野鳥が来た。 2月 6日土曜日のこ

とである。頭部と喉が黒、頬と腹部が茶褐色。 

ヤマガラに似ているがどことなく違う。オー 

2 C92の標識調査結果（小荷田1987)に示

す様に、気温、天気、餌場、ねぐらの環境等

により越冬地を随時移る性質があります。本

年の調査結果は 1月の暖冬による影響の表わ

れと思われます。 

調査に参加いただいた皆様、ありがとうご 

ざいました。 	（藤原寛治、小荷田行男） 

＜文 献＞ 

小荷田行男 1987 オオハクチョウ しら

こばと Na 43 1987. 12 

ストンヤマガラ？ そんな野鳥が庭先に来る

はずがない。肉眼でのガラス越し観察では、 

はっきりした種類が確認出来ない。素早く双

眼鏡を取り出して、見る。 

どう見てもヤマガラに見える。ヤマガラな

ら埼玉県支部この冬の注目種なので「話の種

になるぞ」などと心をときめかすもつかの間、 

くるりとうしろ姿を見せる。 「なんだ、なん

だ！」 シジュウカラではないか。そう確認出

来たと思ったとたん、飛び去っていった。 



しばらくしてまた、チッチッチッ、チッチ

ッチッという鳴き声がしたので餌台を見ると、 

ヤマガラ風シジュウカラがひまわりの種をく

わえて近くの小枝に止まった。そして、ひま

わりの種をコツコツコツ、コツコツコツと啄

んでいる。双眼鏡で覗いてみると、茶褐色の

色はどうやら「血の色だ」 と分かった。 

次の日また、ヤマガラ風シジュウカラが餌

台に来た。今度は、記録にしようと思って、 

カメラで撮った。そして「写っててよ」 と願

いながら急いで写真屋へ持ち込んだ。 

後日、出来上がった写真を見てヤマガラで

なく、ましてやオーストンヤマガラでもなく、 

rどこに志てろが,りノ、 

（力ット・押川 歳子） 

血にまみれたシジュウカラであることをはっ

きりと確認した。それはそれは、とても痛ま

しい姿であった。その後、休日ごとに餌台に

注意しているものの、ヤマガラ風シジュウカ

ラは再来しない。 

我が家のミニサンクチュアリ 
柿沼 洋子（羽生市） 

4 、 5年前から野鳥や自然に興味を持ちは

じめ、庭に餌台を置いたところ、野鳥が来る

様になりました。以前から実のなるピラカン

サ、万両、南天、ネズミモチ、カヤ、モッコ

ク、センダン、ムラサキシキブ等があり、四

季を通じて花が絶えない庭なので、季節によ

ってパンくず、残り飯、ヒマワリの種、牛脂、 

ジュース、みかん、リンエバナナ等果物を

並べておくと、夏の間はキジバト、スズメ、 

オナガが多く、秋冷の候となりますとシジュ

ウカラ、カワラヒワ、ヒョドリ、ムクドリが

常連となり、冬も深まり雪でも降る頃にはメ

ジロ、アオジ、シメ、ツグミ、ジョウビタキ、 

ウグイス、モズ、・セキレイの姿が目を楽しませ

てくれます。珍客では、ヒレンジャクの群が

テレビのアンテナで羽を休めたり、尾を振り

振りキセキレィが現われます。毎年春になる 

（バリバリ、音も聞こえます） 

（ウグイス、メジ口の夫婦と交替で食べます） 

とツバメが軒先に前年の巣を増築して 6、 7羽

のヒナをかえします。水のみ場では水あびの 

ショーが見られ、ヒマラヤ杉にはキジバトが

巣作りをしてヘビやネコから逃れて子育てを

し無事巣立つまで毎日小さなドラマを見てい

る様です。 

美しい愛らしい鳥を見ていると写真に収め

たくなるのが人情です。カーテンの陰にカメ

ラを据え、チャンスがあれば生態を撮影しま

す。庭の中だけではあきたらず、郊外ヘロケ 

ーションに出かけ小川や沼にタシギ、コサギ、 

アマサギ、ゴィサギ、コチドリ、クサシギ、 

ハクセキレイ、ヒバリ、ムナグロ、カモ類と

出会い、休耕田や利根川にタゲリの群を発見 

したときは思わずその美しさにカメラ持つ手

がふるえました。この先野鳥とのつき合いは

増々深く楽しくなりそうです。 



ミコアイサ ◇ 2月 9日午後 3時45分、大宮

市馬宮の治水橋付近で合 1羽（野川一臣）。 

オオタ力 ◇ 2 月10日、上福岡市駒林で1羽 

（石井清澄）。 

ノスリ ◇ 2 月24日、上福岡市川崎で1羽 

（石井清澄）。 

チョウゲンボウ ◇ 2 月24日、上福岡市福岡 

新田の運動公園の木に早 1羽（石井清澄）。 

シロハラクイナ ◇12月27日、蓮田市の黒浜 

沼で 1羽（若松淳平）。 

コミミズク ◇ 2 月 5 日、熊谷市の荒川大橋

上流の中洲で 1羽（渡辺 敦）。 

力ラアカハラ ◇ 1月15日、大宮市湯木町で 

1羽（松木勝彦）。 

Jレリビタキ ◇ 2 月 6日、滑川町の森林公園

で古 2羽（渡辺 敦）。 

【d同の品器こる】 
4月、本格的な春の訪れです。浦和市秋ケ

瀬のピクニックの森のヒレンジャクは、今年

こそは期待したいものです。また、ここでは

毎年ヤマシギも見られてますが、暖冬だった

今年はどうでしょうか。あの眼の位置からい

って、脳みそはあまり入ってないんじゃない

かなどとうらやましい悪口を言う人もいます

が、一度じっくりその姿を見たいものですね。 

町の家々にもッバメが帰って来て、すぐに

巣作りが始まります。ッバメというと、今で 

（力ット・押川 歳子）  

ウグイス（初鳴き） ◇ 2 月25日、浦和市本

太でさえずる（藤野富代）。 

ホオア力 ◇ 2 月 1日、越谷市増林で1羽 

（山部直喜）。 

ミヤマホオジロ ◇ 2 月 6 日、滑川町の森林

公園で早 1羽（渡辺 敦）。 

スズメ（部分白化） K1月18日、浦和市の

白幡沼付近で頭の白いスズメが 1羽（海老

原義夫）。 

タゲリ（撮影・柿沼 洋子） 

も思い出すことがあ，ります。数年前、車庫の

中に作った巣で、ツバメの親が、ヒナをつつ

き落して殺してしまったという電話が、あり

ました。 

調べてみると、どうも巣から落としたのは

本当の親ではなくて、その巣を狙っていた別

のツバメだということがわかりました。結局、 

最初にいたツバメは巣をすてて、そのツバメ

が占領して、ヒナをかえし、巣立たせました。 

車庫の中という条件の良さもあづたのでしょ

うが、優雅に飛び交うッバメの世界にも残酷

な一面があることを知りました。 

昨年、初めてツグミのさえずりっぽい鳴き

声を聞きました。のんびりとした、いい声で

した。この時期は、ふだんは聞くことのでき

ない野鳥のさえずりを聞けるチャソスです。 

姿と共に、声にも注意を向けましょう。 

田圃や川原には、シギやチドリの仲間もや

ってきます。今冬は、浦和と大宮にオオハシ

シギという珍客がやってきましたが、ただ普

通はなかなか見分けがつきません。探鳥会で

少しずつ覚えていって下さい。そのうちに区

別がつくようになりますから。かくいう私も、 

シギチは、いつまでたっても初心者ですが。 

皆さんの周囲の初認情報お待ちしてます。 
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『しらこばと』昨年5月号と 8 月号でご紹

介した謎のヒタキについて、本部野鳥記録委

員会が研究を続け、クロジョウビタキであっ

たということが判明した。ほぼその判断がで

かかっていた本年1月21日、浦和市中尾のT 

さんから、 1月17日以降また同じ鳥が同じッ

バメの巣を寝ぐらにしているとの連絡が入り、 

25日に確認したうえで本部野鳥記録委員会の

メンバーとともに 2 月 1日夜調査して、やは

りクロジョウビタキの雌であるという判断が

出されたもの。 

この原稿を書いている 3 月 1日現在クロジ

ョウビタキの滞在は続いているが、昨年の例

では 3 月30日終認となっているので、 4月号

がお手もとに届くころにはおそらく旅立って

いるか旅立ちまもないと思われる。 

日本国内におけるクロジョウビタキは、本

部研究センターによれば、1984年 4 月15日、 

石川県輪島市の舶倉島で雌 1羽が観察された

のが初記録、翌 1985年4月29日、山口県萩市

の見島で雄 1羽が写真撮影されたのが 2回目、 

今回が 3回目の記録であるが、長期間滞在が

観察されたのは初めて、 2年続けての越冬例

も初めて、ツバメの巣を寝ぐらにしていると

ころが観察されたのも初めてと、初めてだら

けの記録となったn  

りの建物、市街地のコンクリートの建物周辺

などで観察され、断崖の裂け目、岩の間、ひ

さしの下などに巣を作る。冬は南ョーロッパ、 

北アフリカ、アラビア半島、ィラン、インド、 

ビルマなどに渡るとされている。 

図鑑によると、分布を東に広げつつあると

いう記載もあり、その先駆的な個体が、日本

のここに、今年も来たものと考えられる。 

ぎ 	
茸 

観察される場所が個人の住宅の玄関軒下で

あるため、多くの人に知られると全国からた

くさんの人が押し寄せてたいへんなことにな

ると思われたため、早い時期に公表はできま

せんでした。お許Lくだきい。 

2回にわたってクロジョウビタキに宿を提

供、私たちの調査にもころよく協力してくだ

さったTさんご一家には、心からお礼申し上 

げます。 	（写真と文・海老原美夫） 

△片目が眠い 

(1月26日） 

△昭和63年 1月26日撮影 

I 	 謙 

学名1洗oenicurs oc加wりso‘ソ連やョーロ

ッパの図鑑などによると、雌は褐色を帯びた

灰色で、尾は赤褐色、翼にジョウビタキのよ

うな白斑はない。ョーロッノぐから中国中央部

付近まで広く分布しており．、その地域では普

通種。山地の断崖、岩の斜面、耕作地の石造 

首 
プ＝ 

△両目が眠い 

△全部眠い（ 2月10日） 	(1月26日） 

オオハシシ 
1988年の鳥見は、このオオハシシギか’ら始

まりました。大宮の関沼で越冬しているとい

う話をきいて、元旦に 1種類増やそうと、は

やる気持をおさえて待ちました。自宅から車 

ギ（シギ科） 
でわずか 5 分足らずのところで越冬するなん

て信じられません。下水道が完備してきた成

果だとすれば、もっときれいな鴨川になって

ほしいものです。 （写真と文・金井祐二） 

-7ー 



藻薫蒸愛ミ 
期日： 4月 3 日（日） 

集合：午前 9時 浦和駅西口バスロ タリ 

（その後現地までバスを利用） 

解散：午後 1時ごろ 

担当：福井、海老原、森本、草間、金井 

見どころ：去り行く冬の小鳥達。黄色い胸の 

輝くアオジ。黒覆面のカシラダカ。彼 

等の歌が聞けるのはこの季節だけ。外 

れ年でなければレンジャクの御滞在も。 

［葱璽烹壁憂襲●薫］ 
期日】4 月10日（日） 

集合：午前 9時10分 東武日光線柳生駅前

交通：東北本線大宮8:14発→栗橋 8:42着、 

東武日光線乗換え 8 : 55発→柳生9: 

05着 

解散】午後 1時ごろ 

担当：石川、山部、木村 

見どころ】はてしない大空に春の飛翻。広大

な遊水池の上空に輪を描くのは、別れ

の近づくチュウヒやノスリ、帰ってき

たばかりのサシノド。そして旅を急ぐツ

バメ類やアマッバメ類の高速飛翻。 

U!堕二三穿地区定例探鳥会 

期日： 4 月ワ日（日） 

集合】午前 8時15分 北浦和駅東口 または

午前 9時 浦和市立郷土博物館前 

（北浦和駅の場合、その後バス利用） 

冬鳥達がおしゃれをして旅立ちに備えてい

ます。赤い羽のシギやチドリ達が慌ただしく

立ち寄っていきます。そしてあでやかな夏鳥

達の到着。輝きだす春を求めて探鳥会へ。 

持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、 

（もしあれば）双眼鏡などです。 

参加費は、一般= 100円、会員及び中学生

以下= 50円。予約申し込みは必要ありません。 

小雨決行です。 

夢中になり過ぎて、鳥を驚かしたり、植物

を荒らしたりなどしないように。いつもフィ 

ールドマナーをお忘れなく。 

解散】午後 1時ごろ 

共催】浦和市立郷土博物館（参加費無料） 

担当】楠見、福井、渡辺（周）、 乗田、手塚 

見どころ】三室の里も人事異動の季節。旅支

度の整った黒覆面のユリカモメ。ッグ

ミやシメ、カモさん達ともこれでお別

れです。既にツバメが我がも．の顔で飛

び交い、林に夏鳥の姿も見える頃。 

買罵三蕪蕪薫罵『］ 
とき】4月30日（土） 午後 1時～ 3時ごろ

会場】浦和市立コミュニティ センター 2階 

第 2 講座室（浦和駅西口から県庁通り 

西進、中山道を左折し約 600 m右側） 

案内：袋づめをしながらおしゃべりをしてい 

れば、どこにも行けずとも楽しい連休。 

蕪薫菱襲襲コ 
とき】4月30日（土） 午後 3時ごろ～ 5時

会場：『しらこばと』袋づめの会と同じ 

案内】行楽地の雑踏に背を向け、暗い室内で 

スライドを見せ合うのも一興ではござ 

いませぬか。 

18ー 
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雲製』鷲l誉盤」 
期日： 5月 1日（日） 

集合：午前 9時30分 京浜急行大師線小島新 

田駅前 

交通：京浜急行線特急品川 8: 55発→京急川 

崎 9 : 08 着、大師線に乗り換え、 9; 

16発→小島新田 9:26着 

解散：午後 2時ごろ 

担当：巾島康夫、楠見邦博、横山みどり 

見どころ：干潟はすっかり夏の装い。シギ・ 

チドリ春の渡りの最盛期。水辺に映え

る夏の装いは、オオソリハシシギやメ

ダイチドリの赤銅色、キョウジョシギ

の三毛猫模様、ダイゼンのモノトーンn 

撞堂山探鳥会 
二’“~■r ’■tlか一”’円‘”■n'1・”’”一“■”■”■“■ m■町■”’●“● lI●‘●””' 

日；5 月 3日（祝） 

集合】午前 9時 寄居駅北口 

交通：東武東上線川越 8:00発→森林公園乗

り継ぎ→寄居 8: 59着／ 秩父鉄道熊

谷8:30発→寄居 8:58着 

解散【午後 2時ごろ 

担当】田村、新井、北川、小測、林、萩原 

見どころ：旅路の華麗な夏鳥。新緑まばゆい

山にわき起こるキビタキ、オオルリ、 

ムシクィ類の歓喜あふれるコーラスを

どうぞ。 

5 月8日旧｝熊谷市・大麻生探鳥会 

9:30秩父鉄道大麻生駅前集合 

浦和市・秋ケ瀬探鳥会 

9: 00浦和駅西口バス停集合 

坂戸市・高麗川探鳥会 

9: 00東武越生線川角駅前集合 

蓮田市・黒浜沼探鳥会 

8 : 45東北本線蓮田駅東口集合 

5 月14日比）栃木県。篇iiに千本松探鳥会 

9 

5月15日（日 浦和市。三室地区探鳥会

本庄市。阪東大橋探鳥会 

5月21日田夜～22日旧）軽井沢探鳥会 

r旨柳芽満蔵藻蔦答1 
しぷににごにーに二二こ二にこご一」 
期日： 5月22日（日）~23日（月） 

集合】22日午前 9時30分秩父鉄道三峰口駅前 

交通：秩父鉄道熊谷7:46発→三峰口9:19 

着／ 西武鉄道所沢 7:39発→西武秩

父8:47着、秩父鉄道乗換え、御花畑 

8:57発→三峰口9:19着 

解散】23日午後 3時ごろ三峰口駅の予定 

費用：通常探鳥会と同じ参加費の他に、宿泊

費（一泊二食）、 23日の昼食、バス代

合わせて約 5, 000 円が必要です。 

申し込み：申し込みが必要です。支部事務局 

(p, 12 奥付参照）に葉書または電話で。 

S 月15日締切。 

担当：海老原、藤原 

見どころ：深山の夜に響く声の仏法僧。盃を

交わしつつ清滝小屋で聞く、神秘的な

コノハズク。それだけで一日仕事をサ

ボった甲斐があります。夜明けにわき

上がるコマドリ、オオルリ、アオバト

等の大コーラスも最高のお土産。但し、 

正直言って健脚向き。それに山の上は

冷えるので服装にご注意を。 

譲蕉蒸燕蕪薫］ 
期日：6 月11日（土）~12日（日） 

費用】宿泊費、往復交通費共で約 14, 000 円

定員：30名（先着順） 

申し込み：申し込みが必要です。中島康夫 

まで電話または葉書で。 

担当：中島、楠見、松井、榎本 

見どころ：可憐な花と鳥、初夏の高原。林の

道には輝くばかりのキビタキの姿が目

の前を飛び交い、甘美な歌も心ゆくま

で。戦場ケ原にはノビタキの愛らしさ

がお似合い。ォォジシギのダイナミッ

クなディスプレイやコマドリのオレソ

ジ色が楽しめれば最高。盛りの亜高山

の花も鳥に劣らぬ魅力です。 

（力ット＝鈴木加代子、鈴木 高士） 



1月24日（日） 久喜市 昭和池 

囚 32人 口 晴 囲 カィッブリ 

カワウ マガモ カルガモ コガモ トモエ

ガモ ヒドリガモ アメリカヒドリ オナガ

ガモ ハシビロガモ ホシハジロ キンクロ

ハジロ ユリカモメ ハクセキレイ ヒョド

リ モズ ッグミ シジュウカラ ホオジロ

オオジュリン カワラヒワ スズメ ムクド

リ（23種）トモエガモは数が少なかったが、 

全員心ゆくまで観察でき、他支部からの参加

者もにっこり。今年も浅田さんより 「ケンチ

ン汁」の差し入れがあり、おかわりしてたっ

ぷり御馳走になった。いつも寒い場所だけに

心に染みます。 

I月30日（土）『しらこばと』袋づめの会

がんばってくれた人 岩波勇一、海老原教子、 

海老原美夫、金子真理、楠見文子、小林恒雄、 

小林芳江、佐藤ミヅ、諏訪隆久、藤野富代、 

前田真由美、吉田二三子、渡辺 敦（13人）。 

埼玉県支部には若い女性が少ないなんてもう

言わせない。新しいメンバーも増えて、活気

がありますよ。 

1月30日（土） 写真クラブ定例会 

集まった人 15人 作品発表した人 3人 

   

ルリビタキ雌（撮影・渡辺 敦） 

1月31日（日） 吉見町 吉見百穴周辺

囚 24人 口 晴 囲 カィッブリ 

ゴイサギ マガモ カルガモ コガモ オナ

ガガモ ハシビロガモ ホシハジロ キンク

ロハジロ ノスリ タゲリ キジバト コゲ

ラ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレイ

ヒョドリ モズ ジョウビタキ ッグミ シ

ジュウカラ ホオジロ カシラダカ アオジ

カワラヒワ スズメ ムクドリ オナガ 

シボソガラス ハシブトガラス（30種）少し

風はあったけれど、陽射しポカポカの探鳥日

和。カモ達、タゲリ達をたっぷり観察できた。 

上空にはノスリ君。向かい風を受けてゆった

り舞い上がる。翼の斑紋も、順光でじっくり。 

1月31日（日） 三芳町 多福寺 

囚 41人 m 晴 園 ノスリハヤ 

ブサ キジ キジバト アオゲラ コゲラ

ハクセキレイ ビンズイ タヒバリ ヒョド

リ モズ ッグミ ウグイス ヤマガラ シ

ジュウカラ メジロ カシラダカ シメ ス

ズメ ムクドリ カケス オナガ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（24種）地面で餌を

探すビンズイの群れ、梢からはニーニーニー 

と微かなヤマガラの声。上空にはハャブサや

ノスリ。ゆっくりと雑木林を味わった。 

2月7日（日） 上尾市 丸山公園

囚 16人 医列  晴 囲 カィッブリ 

コサギ カルガモ ノスリ タゲリ タシギ

キジバト カワセミ キセキレイ ハクセキ

レイ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジ

ョウビタキ ッグミ シジュウカラ メジロ

ホオジロ カシラダカ アオジ カワラヒワ

シメ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス （27種）前日の曇り

空とうってかわって快晴。それにしても風が 

がんばってくれた人 
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強い。そんな心配をよそに、コノぐルトブルー 

とオレンジ色のカワセミが現われ、そのすば

らしい色合いを心ゆくまで観察。荒月に）土手

に出て、強風に身をさらしながらノスリとタ

ゲリ。遠くに富士山、秩父の山々と雄大な自

然を皆で満喫。楽しい一日だった。 

2 月 7 日（日） 蓮田市 黒浜沼

囚 52人 国 晴 園 カィッブリ

コサギ カルガモ コガモ オナガガモ オ

オタカ ノぐン イカルチドリ セグロカモメ

キジバト コゲラ ハクセキレイ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ ッグミ ウグイス シ

ジュウカラ メジロ ホオジロ カシラダカ

アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ カ

ケス ハシボソガラス ハシブトガラス (28 
種）運の良い人はオオタカを見られた。沼に

はコガモが 7 百羽位。紅梅が満開だった。 

2 月 7 日（日） 滑川町 森林公園 

囚 24人 闘 晴 囲 カィソブリ

オシドリ マガモ カルガモ コガモ トモ

ェガモ ョシガモ オカョシガモ ヒドリガ

モ オナガガモ ホシハジロ キジ キジバ

ト コゲラ セグロセキレイ ヒョドリ ル

リビタキ ジョウビタキ トラッグミ シロ

ハラ ッグミ ウグイス ヒガラ シジュウ

カラ メジロ ホオジロ アオジ カワラヒ

ワ スズメ ムクドリ ハシボソガラス 

シブトガラス（32種）集合場所にいきなりル

リビタキが現われリーダーをあわてさせる。 

トラッグミが地上を歩き回り、コゲラはドラ

ミング。オシドリが仲良く飛行し、シロハラ

が姿を見せる。ョシガモ、 トモェガモが出て

来た。気の早いシジュウカラがさえずる。―

日でこんなに見られていいんだろうか。 

2 月11日（木、祝）伊奈町 小室無線山

囚 16人 口 曇 園 コサギ コガ

モ タゲリ キジバト コゲラ ハクセキレ

イ セグロセキレイ ビンズイ ヒョドリ 

モズ ツグミ ヒガラ シジュウカラ メジ

ロ ホオジロ カシラダカ アオジ カワラ

ヒワ シメ スズメ ムクドリ ハシボソガ 

ラス ハシブトガラス（23種）こんなことを

書くと文句を言われそうだが、雑木林の中に

はビンズイやカシラダカが、佃煮になりそう

な位居た。カラスも佃煮になりそうだったが、 

こちらはどうも。地面に降りて木の実をかじ

るシメやタゲリもゆっくり見られた。 

2 月11日（木、祝） 所沢市 狭山湖

囚 47人 国 曇 園 カィソブリ

カンムリカイッブリ コサギ アオサギ マ

ガモ カルガモ コガモ ヒドリガモ オナ

ガガモ ホシハジロ キンクロハジロ ホオ 

ジロガモ ミコアイサ トビ オオタカ ノ

スリ コジュケイ キジバト アオゲラ コ

ゲラ ヒバリ ハクセキレイ セグロセキレ

イ ヒョドリ ジョウビタキ ツグミ ウグ

イス シジュウカラ メジロ ホオジロ ア 

オジ シメ スズメ ムクドリ ハシボソガ

ラス ハシブトガラス（36種）歩き始めてま

もなくジョウビタキを見ていたら、頭の上を

飛んで行ったのはケラ。とまったのを探すと

オッ、アオゲラの雄だ。赤いベレー帽、お腹

の縞模様、表から裏から、よく見せてくれた。 

ミコアイサの雄も近くで盛んに潜水を見せて

くれて、何秒潜っているか計ってみたりして、 

オ 

風は少し冷たかったけど、心はホットだった。 

2 月21日（日） 本庄市 阪東大橋

囚 34人 闘 晴 園 カィソブリ

ゴイサギ ダイサギ コサギ マガモ カル

ガモ コガモ ョシガモ オカョシガモ ヒ

ドリガモ アメリカヒドリ オナガガモ

シビロガモ ホシハジロ キンクロハジロ

ホオジロガモ カワアイサ トビ イカルチ

ドリ ハマシギ キジバト カワセミ ヒバ

リ ハクセキレイ セグロセキレイ タヒバ

リ ジョウビタキ ツグミ シジュウカラ

ホオジロ カシラダカ カワラヒワ シメ

スズメ ムクドリ ハシボソガラス （36種） 

当地名物の’’赤城おろし”が吹荒れる中、カ

モ類13種（アメリカヒドリも）見た。今回は

群馬県支部と合同。鳥仲間も増やした。解散

後、期待のクロツラヘラサギ、カワアイサ、 

カワセミを楽しんだけど、おお寒っ！ 

オナ 

ホオ 
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さる 2 月20日（土）~21日、日）の 2日間、 

都内渋谷区で開かれた本部の評議員会と支部

代表者会議には、評議員・海老原美夫、支部

代表者・楠見邦博、オブザーバー・小荷田行

男の 3 名が出席しました。 

席上、最近一部の新聞と月刊誌で報道され

た「日本野鳥の会を考える会員の会」 と称す

る会からの公開質問状などに問題点としてあ

げられた諸点につき、本部からそれぞれ率直

明快な説明がなされて了承され、野鳥を始め

とする自然を保護していくため、確実な歩み

を続けていく日本野烏の会の姿があらためて

確認されました。 

批判は批判として謙虚に受け止め、改める

べきところは改め、会としても成長していか

なければなりません。しかし批判が誤解に基

くものであるとぎはその誤解をといてもらわ

なければなりませんし、事実をねじ曲げての

中傷には毅然と対応しなければなりません。 

4 年前の旧埼玉県支部の取り消し問題につ

いては、本部の園部浩一郎総務部長から明確

な経過説明があり、海老原評議員からも、 4 

年前になくなってしまった埼玉県支部を再建

しようと埼玉県内の会員たちが力を合わせて

立ち上がり、一丸となってたいへんな努力を

かたむけて現在の埼玉県支部を作りあげてき

たものであることを説明し、もはや雑音には

耳をかたむけず、今後も日本野鳥の会の仲間 

題字『しらこばと』一山下静一（財）日本野

鳥の会会長、ィラスト見出し＝鷹尾正済（p5, 

6, 12，表紙デザインも）・鈴木加代子（p8）・

渡辺周司（p10) 

としての活動を続けていこうではありません

かと呼びかけて全国の代表者たちからたいへ

ん多くの賛同と激励を得て、埼玉県支部の立

場を示すことができました。 

3 月20日現在 865入です。 

2月13日 普及部会議。役員会議（司会・藤

原寛治、各部の報告、環境庁の環境セミナ 

ーへの講師派遣、支部代表者会議、 6 月ま

での行事予定、そQ池ト軽井沢塩壷温泉

にて。 

2 月13日～14日 軽井沢などで役員リーダー 

懇親研修会。参加者20名c 

2 月15日 本部の各担当者と環境セミナーな

どについて打ち合わせ（海老原）。 

2 月15日 『しらこばと』3 月号の原稿を印

刷所へ（山部）。 

2 月24日 校正（大武、西城戸、森本）。 

2 月25日 羽生市立川俣小学校からの野鳥写

真パネル貸出し依頼にたいして発送。 

3月 1 日 県庁自然保護課の担当者と、64年

野鳥保護のつどい関係行事などについて打

ち合わせ（海老原）。 

暖冬のせいだろう、この冬は思わぬ珍鳥も

見ることができた。自宅付近では、メジロが

例年になく多い半面、常連のカケスやヤマシ

ギが来なくて少し淋しい思いをした。でも、 

うちの餌台にはこれまで来たことがなかった

メジロ、ッグミ、シロハラがやってきてよろ

こばせてくれた。 

（森本園夫） 
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